
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
オ
バ
マ
政
権
が

発
足
し
、
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
１
９
２
９
年

の
大
恐
慌
時
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

（
当
時
）
が
行
っ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
に
因
ん
だ
、「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・

デ
ィ
ー
ル
」
政
策
で
あ
る
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
英
国
を
中
心
と
す

る
「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
グ

ル
ー
プ
」
が
発
行
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ

る
。

　

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
や
環
境
対
策
に

よ
っ
て
、
環
境
と
経
済
を
両
立
さ
せ
景

気
浮
揚
と
雇
用
創
出
を
図
る
政
策
で
あ

る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　

自
然
環
境
の
中
で
繰
り
返
し
起
こ
る

現
象
か
ら
取
り
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

一
度
利
用
し
て
も
再
生
可
能
な
、
枯
渇

し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
こ
と
で
あ

る
。

水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
、太
陽
光
、太
陽
熱
、

風
力
、
地
熱
、
波
力
、
温
度
差
な
ど
を

利
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー 

と
廃
棄
物

の
焼
却
熱
利
用
・
発
電
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
り
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
言
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
可
採
量
が
限
定
さ

れ
再
生
不
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、

枯
渇
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
呼
ば
れ
、

石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
や
、

ウ
ラ
ン
な
ど
の
埋
蔵
資
源
な
ど
が
含
ま

れ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

　
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
」
に
今

後
10
年
で
１
、５
０
０
億
ド
ル
を
投
資
し

て
、
５
０
０
万
人
の
「
グ
リ
ー
ン
雇
用
」

を
生
み
出
す
と
い
う
。

　
「
今
後
10
年
で
ア
メ
リ
カ
の
電
力
を

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
に
転
換
し

よ
う
」
と
い
う
。
ア
ル
・
ゴ
ア
が
「
10

年
で
１
０
０
％
」
を
目
標
と
す
る
よ
う

提
案
し
て
い
る
。

　

石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
か
ら
脱
却
す

る
た
め
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
進
め
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車

を
２
０
１
５
年
ま
で
に
１
０
０
万
台
普

及
さ
せ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
を

２
０
１
２
年
ま
で
に
10
％
達
成
し
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
２
０
５
０
年
ま
で
に

１
９
９
０
年
比
で
80
％
削
減
す
る
と
い

う
。

□
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
20
世
紀

に
自
動
車
が
果
た
し
た
役
割
と
同
じ
も

の
を
21
世
紀
に
果
た
す
と
言
わ
れ
、
実

際
に
、
10
年
後
に
は
自
動
車
産
業
に
匹

敵
す
る
規
模
へ
と
成
長
し
う
る
ペ
ー
ス

で
成
長
し
つ
つ
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・

デ
ィ
ー
ル

　

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
は
、

す
で
に
国
際
的
な
活
動
と
な
り
、
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
（
国
連
環
境
計
画
）
は
２
０
０
８

年
10
月
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

や
自
然
保
護
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、

世
界
全
体
で
経
済
回
復
や
雇
用
創
出
な

ど
を
図
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
を
打
ち
出
し
た
。

　

雇
用
に
関
し
て
は
て
、
国
際
労
働
機

関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
が
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
等
と
世
界

　

最
近
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
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戦
略
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
提
言

し
て
い
る
。

　

国
連
の
潘
基
文
（
バ
ン
・
キ
ム
ン
）

事
務
総
長
は
「
緑
の
成
長
に
よ
っ
て
数

百
万
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
他
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

リ
ス
、
韓
国
、
中
国
等
多
く
の
国
に
お

い
て
、
世
界
同
時
不
況
か
ら
脱
却
す
る

た
め
、
環
境
対
策
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
景
気
対
策
・
雇
用
対
策
の
柱
と
位
置

付
け
た
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ー
ン・ニ
ュ
ー・

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
同
様
の
検
討
・

提
案
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
版
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー

ル
　
「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
は
、

当
然
日
本
に
も
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
れ
以
前
に
、
国
と
し
て
行
動
す
る
前

の
基
本
的
な
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

変
革
、
そ
れ
を
実
現
す
る
政
治
の
変
革

が
絶
対
条
件
で
あ
る
が
「
技
術
的
に
日

本
の
得
意
分
野
だ
」
な
ど
と
自
惚
れ
て

い
る
と
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
の
大
変
革
の
嵐
に

襲
わ
れ
、
日
本
は
一
気
に
置
き
去
り
に

さ
れ
る
危
惧
が
あ
る
。

　

環
境
省
で
は
、
環
境
対
策
を
通
じ
て

景
気
回
復
と
雇
用
創
出
を
図
る
た
め
各

省
庁
と
も
連
携
し
つ
つ
、
有
識
者
及
び

一
般
の
国
民
か
ら
も
幅
広
く
「
日
本
版

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
」
の
ア

イ
デ
ア
を
募
り
具
体
策
を
検
討
す
る
。

　

各
国
で
あ
れ
ほ
ど
大
き
な
動
き
が

あ
っ
た
の
に
何
ら
準
備
も
し
て
い
な

か
っ
た
、
政
府
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
対
す
る
危
機
感
の
な
さ
に
は
呆

れ
は
て
る
。

　

韓
国
も
す
で
に
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・

デ
ィ
ー
ル
政
策
の
推
進
を
表
明
し
、
そ

の
活
動
に
期
待
が
も
て
る
。

　

ほ
か
に
も
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
な
ど
の
国
が
、
グ
リ
ー

ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
に
近
い
政
策

の
導
入
の
検
討
を
し
て
い
る
。

日
本
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
の
影
響
が
避
け
て
通
れ
な

い
現
状
に
お
け
る
、
日
本
の
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
は
ど
う
な
の
か
。

　

確
か
に
、環
境
対
応
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
行
動
す
る
企
業
が
数
多

く
出
現
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
特
に
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら

急
速
に
市
場
拡
大
し
て
き
た
も
の
で
、

廃
棄
物
処
理・リ
サ
イ
ク
ル
、公
害
防
止
、

土
壌
改
良
、
環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
な
ど
が
拡
大
基
調
に
あ
る
。

　

我
が
国
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
規

模
は
、
現
状
で
約
48
兆
円
と
推
計
さ
れ
、

２
０
１
０
年
に
お
け
る
市
場
規
模
は
約

67
兆
円
に
拡
大
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

た
。

　

雇
用
規
模
に
つ
い
て
も
、
現
状
の
約

１
３
６
万
人
か
ら
２
０
１
０
年
に
は
約

１
７
０
万
人
に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ

た
。

　

こ
の
推
計
結
果
に
は
、
環
境
調
和
型

製
品
の
市
場
拡
大
な
ど
動
脈
産
業
の
グ

リ
ー
ン
化
等
の
効
果
が
完
全
に
は
考
慮

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
積
極
的
な
取
組

み
に
よ
り
、
市
場
規
模
・
雇
用
規
模
拡

大
が
予
測
さ
れ
る
。

　

環
境
を
企
業
の
価
値
・
利
益
に
つ
な

げ
、
環
境
と
経
済
が
両
立
す
る
社
会
の

実
現
に
向
か
っ
て
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ

ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
る
。 

（
中
小
企
業
診
断
士
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